
朝会の話

平成 24 年１月 23 日

「食事は、良い人になること」

おにぎり２個、鮭の塩焼き、たくあん・・。

これは何の献立だと思いますか？ （昨年の「お昼ごはんです」に載っ

てましたね。）

日本で一番早く始まった給食の献立です。今から１２０年くらい前のこ

とです。始まった場所は、山形県の小学校でした。

当時はお昼ごはんを食べられない貧しい子どもたちがたくさんいました。

学校に家からお弁当を持ってくることができない子どもたちが多くいたの

です。そこで、学校の先生をしていたお坊さんが、おにぎり・焼き魚・つ

けもの、味噌汁といったお昼ご飯を、学校で出してくれたそうです。

これが学校でみんな揃って食べた「給食」の始まりです。みなさんの食

べている給食とは随分違うけれど、初めて学校でみんなで一緒に食べた給

食は、さぞおいしかったことと思います。

今日から「給食週間」が始まります。

今から６０年くらい前に、日本は、戦争が終わった後、食べ物がほとん

ど無い時代が続きました。おなかを空かした子ども達が日本中にたくさん

いました。そんな時、日本の子どもたちを助けようと、世界中の国々から粉ミルクや缶詰などが

送られてきました。それを、学校で子ども達に配り、給食が再開されたのです。

この世界中の人々の温かい心によって，学校給食が再開されたことを大事にして、「全国学校

給食週間」が始まりました。今日から始まる「全国学校給食週間」は、給食を通して食べ物の大

切さとそれに関わる人の心の温かさを考える週間です。

では、給食の「食」という字について、考えてみましょう。

この字をよーく見てみると、「人（ひと）」に「良（よい）」と書きますね。

「食」は人に良いのです。まずは、栄養が体に良いですね。栄養が無ければ生

きていけません。さらに、友達や家族と一緒に食べると楽しくなります。心が

豊かになります。心に良いのですね。「食事」は「人に良い事（こと）」です。

そしてもう一つ、「食事」をすることは「良い人になること」なのです。

「食事」にはたくさんの方々が関わっています。お米や野菜等、材料を作

って（生産して）下さる方々、それを新鮮なうちに早く届けてくれる方々、

そして美味しく調理をしてくれる方々、そんな方々の「みなさんに美味しく

食べてもらいたい」という思いが詰まっているのが「食事」なのです。そん

な方々の温かな思いに、私たちはたくさんの「ありがとう」という気持ちを

もって頂かなくてはなりません。私たちは「食事」をすることを通して、「良

い人になること」を改めて心に刻みたいですね。

この「給食週間」の期間を通して、給食の今まで（歴史）をふり返り、食べ物の大切さや食事

に関わる人達の思いを知り、たくさんの方々の思いに感謝の気持ちをもって食事をしてもらいた

いと思います。

では、この後、栄養教諭の白井先生のお話をお聞きしましょう。
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